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宗会議員　再任のご挨拶

　

備
後
教
区
選
出
の
宗
会
議
員
と
し
て
、
皆
様
の
ご

支
援
の
も
と
、
三
期
目
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
そ
れ
に
伴
う

各
寺
院
、
宗
派
、
本
山
の
疲
弊
化
、
僧
侶
の
育
成
、

法
座
の
在
り
方
、
過
疎
な
ど
多
く
の
問
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
又
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
は
、

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
、
立
教
開
宗
８
０
０
年

慶
讃
法
要
を
、
お
迎
え
し
ま
す
。
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                                              

　

僧
侶
宗
会
議
員　
　

山
下
義
円 

　

門
徒
宗
会
議
員　
　

助
永
一
男

▲当選状交付の様子 ( 山下義円宗会議員）

　

こ
の
度
、
備
後
教
区
選
出
の
宗
会
議
員
と
し
て
、

三
期
目
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
第
３
波
と

も
い
わ
れ
未
だ
終
息
の
目
途
が
ま
っ
た
く
立
た
な
い

現
況
に
あ
り
、
寺
院
活
動
も
多
く
が
制
限
さ
れ
大
変

な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
一
般
寺
院
が
元
気
で
活
発
な

活
動
が
出
来
る
よ
う
、
支
援
体
制
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
、
宗
門
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

十二月に任期満了に伴う宗会議員総選挙が行われました。
備後教区では山下義円、助永一男両議員が再任されました

　　▲　助永一男宗会議員
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コロナウィルス感染症拡大に伴う行事対応　　　　2020.12 月現在

　　新型コロナウィルス感染症は未だ終息のめどが立たず、現在も第３波といわれる感染拡大が続き、
　予断を許さない状況が続いております。本年度に入り当教区においても、行事の中止や規模縮小など
　の影響がでております。教区教堂、及び各種団体の本年度活動状況について取り纏めました。

・
第
25
回
平
和
の
つ
ど
い
　
　

　（
開
催
中
止
）

・
同
朋
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　（
開
催
中
止
）

・
僧
侶
研
修
会　
　

令
和
３
年
2021 

２
月
22
日
開
催
予
定

【
仏
婦
連
盟
】

　

総
会
・
幹
部
研
修
会　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

仏
婦
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会　
　

10
月
20
日
開
催

　
　
　
　
　
　

※
人
数
制
限
を
設
け
た
上
で
半
日
開
催

　

会
員
研
修
会　

  　
　

 　
　
　
　

12
月
３
日
開
催

　
　
　
　
　
　

※
人
数
制
限
を
設
け
た
上
で
半
日
開
催

【
仏
壮
連
盟
】

　

総
会
・
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

第
23
回
全
国
仏
教
壮
年
備
後
大
会
（
本
年
度
中
止
）　

　
　
　
　
　
　

※
備
後
教
区
担
当

　

仏
壮
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
開
催

　
　
　
　
　
　

※
全
国
大
会
実
行
委
員
会
委
員
対
象　

【
寺
婦
連
盟
】

　

総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

仏
婦
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会　
　

10
月
20
日
開
催

【
少
年
連
盟
】

　

総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

教
区
指
導
者
研
修
会　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

子
ど
も
大
会
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　
（
中
止
）

【
保
育
連
盟
】

　

全
体
協
議
会
（
総
会
）　　
　
　

  （
中
止
）

　

新
任
教
職
員
補
任
式
・
研
修
会　
（
中
止
）　

　
　
　
　
　
　

※
次
年
度
へ
繰
り
延
べ
予
定

教  

化  

団  

体  

行  

事 

教
区
行
事

【
布
教
団
】

　

総
会
研
修
会
・
夏
期
布
教
大
会　
　
　
　
　
　

 　
（
中
止
）

　

特
別
布
教
大
会
（
於　

三
次
組
西
福
寺
）　 　

      

９
月
23
日
開
催

　

青
年
布
教
大
会
（
於　

御
調
西
組
順
勝
寺
）　   　

10
月
28
日
開
催

【
門　

推
】

　

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い　
　
　
　
　

  　
　
　

  　
（
中
止
）

　

聞
法
の
つ
ど
い
（
比
婆
組
西
教
寺
報
恩
講
参
拝
）　

11
月
29
日
開
催　

【
更
生
保
護
】　

総
会
・
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

【
ビ
ハ
ー
ラ
】　

総
会
・
公
開
講
座　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

や
す
ら
ぎ
講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
７
日
開
催　

　

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
・
団
体
者
の
つ
ど
い　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
研
修
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
止
）

　

※
施
設
訪
問
活
動
は
当
面
の
間
休
止

【
総
代
世
話
人
会
】

　

総
代
世
話
人
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
28
日
開
催

　

教
区
門
徒
総
代
研
修
会
（
南
部
北
部
）　　
　
　

 （
中
止
）

【
ご
縁
づ
く
り
】

　

ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会　
　
　
　

10
月
27
日

                      　
　

   

※
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
に
て　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
開
催

【
勤　

式
】

　

お
つ
と
め
教
室　
　
　
　
　
　
（
４
・
５
月
休
止
）
６
月
よ
り
開
催

　

勤
式
練
習
会　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
５
月
休
止
）
６
月
よ
り
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

上

教
堂
関
係

・
常
例
法
座
（
毎
月
 
日
）　　
　
　
（
４
月
・
５
月
は
休
座
）

　
　
　
　
　

※
６
月
以
降
は
感
染
症
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
開
座

・
仏
婦
清
掃
奉
仕
に
つ
い
て
は
、
担
当
組
の
判
断
に
お
任
せ
す
る

11
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御
調
西
組
は
安
芸
教
区
に
隣
接
し
た
教
区
の
南
西
部
で
、

山
間
の
農
村
部
・
沿
岸
の
都
市
部
が
含
ま
れ
た
地
域
。

　

標
本
調
査
と
し
て
十
分
な
数
で
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
法
座
例
と
し
て
記
録
と
対
策
の
一
助
と
し
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
主
に
法
座
の
中
止
・
開
催
に
関
連
し
た
も

の
を
設
問
と
し
て
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
２
〜
３
回
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
内
全
寺
院
に
聞
き
と
り
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
内
全
寺
院
に
聞
き
と
り
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

の
を
設
問
と
し
て
、
９
月
か
ら
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
内
全
寺
院
に
聞
き
と
り
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

の
を
設
問
と
し
て
、
９
月
か
ら
11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
内
全
寺
院
に
聞
き
と
り
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

１０月１１月

   時期未定
（来年春以降）（来年春以降）

法座の再開時期

１４％

１４％

１４％
７％７％

１４％
７月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
内
全
寺
院
に
聞
き
と
り
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

８月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

１４％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
の
時
点
で
は
報
恩
講

９月

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
・
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
た
め
、
寺

院
の
法
座
活
動
も
大
幅
に
変
更
・
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
浄
土
真

宗
で
大
切
な
聴
聞
の
集
い
「
ご
法
座
」
は
各
寺
、ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。

御
調
西
組
（
14
ヶ
寺
）
に
協
力
を
仰
ぎ
、調
査
を
行
っ
た
。（
文
責
・
教
区
報
専
門
委
）

コ
ロ
ナ
禍
の
法
座
活
動

コ
ロ
ナ
禍
の
法
座
活
動

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍

　設問１　新型コロナウイルス（以下コロナ）の影響で
　　　　　お寺での法座・行事を中止にしましたか？

　　　　は　い　　　　１００％（１４／１４ヶ寺）　

　設問２　コロナの影響で法座（行事）の中止を決めた
　　　　　のは、いつからでしたか？

　　令和２年３月から　　７１％（１０／１４ヶ寺）
　　令和２年４月から　　２９％（　４／１４ヶ寺）
　※このうち３月に法座を開催したのは、全体のうち２ヶ寺

　設問４　法座は、いつから再開されましたか？

　　７月の法座　　１４％　　１０月の法座　　７％
　　８月の法座　　１４％　　１１月の法座　　７％
　　９月の法座　　１４％　　時期未定　　　４３％

　　▼令和２年末の集計。但し再開後の中止については数に含めない。

　設問３　中止にした行事は、何でしょうか？

　　春彼岸、花まつり、降誕会、盂蘭盆会、秋彼岸、夏法座（泥落とし）、
　　仏婦法座、追弔会、永代経、組仏婦研修　などの各法座。
　　子ども報恩講、サマースクール、初参式、離郷門徒のつどい、
　　コンサート、念仏奉仕団、聖典講座、おつとめ教室、書道教室、
　　土曜学校、などの各種講座や行事。その他、各家へお参りする
　　彼岸参り、盆参り、報恩講、といった季節の法要など。

　設問５　延期しても行なった行事は何でしょうか？

　　お講仏　　　　文化財のため、県や市から問い合わせあり
　　仏婦結成百周年記念　　　　報恩講に併せて式典
　　組仏婦連盟研修会　　　　　来年度に延期予定

も
開
催
未
定
と
い
う
回
答

が
多
く
、
開
催
の
是
非
に

つ
い
て
葛
藤
し
て
お
ら
れ

る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

再
開
し
た
寺
も
周
囲
の

状
況
次
第
で
中
止
・
規
模

縮
小
・
短
縮
開
催
す
る
と

　
　
　
　

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　

11
月
に
は
「
今
で
は
（
法
座
を
）

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

と
決
め
た
寺
も
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
過
敏
な
人
、

地
域
性
の
違
い
も
顕
著
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
た
と

え
同
じ
地
域
に
あ
っ
て
も

寺
に
よ
っ
て
開
催
・
中
止

が
混
在
し
て
い
る
状
況
が

改
め
て
確
認
で
き
た
。

　

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

と
決
め
た
寺
も
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
過
敏
な
人
、

地
域
性
の
違
い
も
顕
著
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
た
と

え
同
じ
地
域
に
あ
っ
て
も

寺
に
よ
っ
て
開
催
・
中
止

が
混
在
し
て
い
る
状
況
が

改
め
て
確
認
で
き
た
。

　　▼令和２年末の集計。但し再開後の中止については数に含めない。　　▼令和２年末の集計。但し再開後の中止については数に含めない。

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

　

コ
ロ
ナ
に
過
敏
な
人
、

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

７％
１４％

７％
３ヶ月 １４％

４ヶ月

７％
　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

　
　
　

全
く
通
常
ど
お
り
に
行
な
っ
て

７％
５ヶ月
　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　

ま
す
」と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

或
い
は
同
時
期
に
「
今
年
春

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

６ヶ月
７％

７％７％ 　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

　
　
　
　

か
ら
来
年
春
ま
で
は
中
止
」

７ヶ月
７％

８ヶ月

９ヶ月
１４％

２８％２８％
10ヶ月

１４％
法座の中止期間 ４３％
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報恩講法座
１０月～１１月

ご正忌法座

　設問６　報恩講法座は開催されましたか？

　　対策の上で行った　　５０％（７／１４ヶ寺）　
　　今年は中止した　　　５０％（７／１４ヶ寺）

　設問７　来年１月のご正忌法座の予定は？

　　開催する予定　　　　３６％（５／１４ヶ寺）
　　今回は中止　　　　　２１％（３／１４ヶ寺）
　　元々予定していない　４３％（６／１４ヶ寺）

　

さ
て
、
設
問
以
外
に
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
状
況
を

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
従
い

除
菌
液
の
設
置
な
ど
各
種
感
染
対
策
を
行
う
が
、

推
奨
１
〜
２
ｍ
の
間
隔
を
空
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
だ
。

　 　

お
斎
や
休
憩
の
飲
食
に
つ
い
て
も
、

各
寺
で
対
応
に
苦
慮
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

当
初
は
休
憩
な
し
で
法
話
を
し
た

り
、
法
座
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
た
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
雰
囲
気
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い
る

た
め
一
概
に
言
え
な
い
が
、
報
恩
講
の

頃
は
、
全
体
的
に
マ
ス
ク
着
用
や
正
面

を
避
け
る
こ
と
が
徹
底
し
て
き
た
お
か

げ
も
あ
り
「
通
常
ど
お
り
休
憩
し
た
」

と
い
う
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
寺
が
感
染
に
対
す

る
意
識
を
も
っ
て
、
た
と
え
僅
か
で
も

何
ら
か
の
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
で
、

参
拝
の
方
も
「
久
し
ぶ
り
に
時
間
を
忘

れ
て
話
を
し
た
」
と
、
安
心
し
て
茶
話

が
で
き
る
空
間
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

今年は中止
５０％ ５０％５０％

法座を開催

予定なし

今回は中止

４３％

２１％

３６％３６％
行う予定

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
伺
っ
た
意
見

等
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
、
お
寺
の
方
が
油
断
や
予
断

を
せ
ず
に
細
や
か
な
心
遣
い
・
注
意
を

し
て
、
そ
の
姿
勢
が
門
信
徒
の
方
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　

い
ま
コ
ロ
ナ
で
様
々
な
縁
が
断
ち
切

ら
れ
て
し
ま
い
、
先
人
方
が
想
い
を

も
っ
て
相
続
し
て
き
た
形
が
喪
失
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
感
じ
は
否
め
な
い
。

　

そ
の
中
で
我
々
一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
は
何
な
の
か
。
何
を
受
け
継
い
で

い
く
の
か
、
常
に
問
い
か
け
な
が
ら
、

愛
山
護
法
の
念
を
新
た
に
し
た
い
。

〜
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
〜

・
対
策
は
し
た
が
、（
再
開
直
後
）
想
定
を

　

超
え
る
参
拝
数
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

・
本
堂
外
陣
の
参
拝
人
数
を
制
限
し
た
。

・
広
縁
や
内
陣
余
間
も
席
を
お
い
た
。

・
本
堂
を
中
継
し
、
庫
裡
な
ど
に
分
散
し
た

・
本
堂
の
戸
を
外
し
て
常
時
換
気
を
し
た
が

　

３
月
に
は
苦
情
も
で
た
。
寒
い
時
期
に
は

　

一
定
時
間
ご
と
の
換
気
に
し
た
。

〜
飲
食
・
休
憩
・
お
斎
の
例
〜

・
お
斎
は
無
し
、
又
は
持
ち
帰
り
。

・
食
事
す
る
場
合
は
、
コ
の
字
型
に

　

机
を
並
べ
て
空
間
を
と
っ
た
。

・
休
憩
場
所
で
は
茶
菓
を
出
さ
な
い
。

　

帳
場
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
配
布
。

・
ア
ク
リ
ル
板
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

　

を
休
憩
場
所
に
も
設
置
し
た
。

〜
そ
の
他
の
ご
意
見
・
心
が
け
〜

「
コ
ロ
ナ
に
関
連
し
た
門
徒
さ
ん
か
ら
の 

  

意
見
で
（
寺
族
も
）
落
ち
込
み
ま
す
」

「
お
寺
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー
を
出
す
わ
け
に 

  

は
い
か
な
い
、
と
心
が
け
て
い
る
」

「
法
座
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
考
え
ら
れ 

  

る
対
策
は
す
べ
て
や
り
ま
し
た
」

「
距
離
が
あ
れ
ば
（
声
が
こ
も
る
の
で
）

 

マ
ス
ク
を
外
し
て
お
つ
と
め
を
す
る
が
、

 

一
言
ご
了
解
戴
い
て
か
ら
外
し
て
い
る
」

「
講
師
の
口
が
見
え
る
よ
う
に
フ
ェ
イ
ス

  

ガ
ー
ド
・
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を
使
う
場

  

合
も
同
様
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」

「
勤
行
も
マ
ス
ク
着
け
て
外
し
ま
せ
ん
」
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蔀　

晃
尊
師
（
三
次
組
圓
勝
寺

住
職
・
上
写
真
）
よ
り
、
ご
講

題
「
慈
悲
充
満
」
に
て
お
取
次

ぎ
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
は
、

僧
侶
表
彰
授
与
式
を
挙
行
し
、

ご
出
席
い
た
だ
い
た
対
象
者
へ

主
管
よ
り
表
彰
状
並
び
に
記
念

品
を
授
与
し
た
。

本
願
寺
備
後
教
堂
報
恩
講
法
要

　

去
る
11
月
30
日
（
月
）、
令
和
２
年
度
本
願
寺
備
後
教

堂
報
恩
講
法
要
を
勤
修
し
た
。
例
年
は
朝
昼
二
座
の
お
勤

め
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
鑑
み
、
感
染
対
策

を
十
分
に
講
じ
た
う
え
で
、
参
拝
者
を
教
区
・
教
堂
役
職

者
に
限
り
、
昼
か
ら
の
満
座
法
要
一
座
で
勤
修
し
た
。

　

法
要
は
廣
文
類
作
法
依
用
、
主
管
導
師
の
も
と
、
こ
の

度
は
芦
田
組
並
び
に
比
婆
組
よ
り
各
２
名
に
ご
出
勤
い
た

だ
き
、
備
後
雅
楽
会
の
奏
楽
の
な
か
椅
子
席
を
用
い
て
お

勤
め
し
た
。
法
要
後
の
ご
法
話
は
、
本
願
寺
派
布
教
使
・

　
　中　

　

組    

光
栄
寺　

佐
藤　

彰
雄

沼
隈
南
組　

南
泉
坊　

岡
部　

正
顕

三  

次  

組　

淨
圓
寺　

足
利　

法
昭

三  

次  

組　

照
圓
寺　

松
茂　

史
子

世  

羅  

組　

光
源
坊　

眞
教
寺　

月
扇

世  

羅  

組　

正
蓮
寺　

伊
藤　

義
照

　
　奥　

　

組　

正
善
寺　

平
岡　

大
禎

深  

津  

組　

真
福
寺　

福
間　

照
子

芦  

田  

組　

正
満
寺　

俵　
　

芳
正

三  

谿  

組　

照
善
坊　

山
﨑　

久
子

比  

婆  

組　

西
教
寺　

大
川　

清
子

比  

婆  

組　

光
徳
寺　

常
光　

静
美

世  

羅  

組　

光
源
坊　

菅
田　

信
男

世  

羅  

組　

上
能
寺　

上
垣
内
シ
ヲ
リ

  [

敬
称
略]
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法
要
を
ラ
イ
ブ
配
信

　

堂
内
規
模
の
関
係
上
、
参
拝
人
数
を

役
職
者
に
限
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年

ご
参
拝
い
た
だ
く
寺
院
関
係
者
・
御
同

行
の
皆
様
に
も
法
要
の
ご
縁
に
遇
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、法
要
の
様
子
を
動
画
配
信
サ
イ
ト
・

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（YouTube
）
に
て
ラ

イ
ブ
配
信
し
た
。配
信
に
あ
た
っ
て
は
、

枝
廣
慶
樹
住
職
（
深
津
組
崇
興
寺
）
に
、

準
備
か
ら
当
日
の
配
信
ま
で
機
材
の
設

定
等
全
て
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

法
要
の
様
子
か
ら
ご
法
話
ま
で
、
常

時
30
名
程
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
視
聴

い
た
だ
い
た
。

　

仏
具
お
み
が
き

　

法
要
前
の
11
月
24
日
（
火
）
に
は
、

教
区
仏
婦
連
盟
役
員
の
皆
様
に
仏
具
お

み
が
き
を
い
た
だ
い
た
。
仏
具
ひ
と
つ

ひ
と
つ
を
丁
寧
に
磨
い
て
い
た
だ
き
、

ま
た
堂
内
の
障
子
の
張
替
え
も
行
っ
て

い
た
だ
き
、
当
日
は
厳
か
な
荘
厳
の
も

と
法
要
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

供
物
作
り

　

尊
前
に
お
供
え
す
る
供
物

は
、
和
泉
裕
生 

教
区
勤
式

指
導
員
（
神
石
組
正
光
寺
住

職
）、
藤
田
徹
信 

教
区
勤
式

指
導
員
補
佐
（
御
調
西
組
光

德
寺
住
職
）
が
数
日
か
け
て

餅
・
菓
子
・
果
物
等
を
準
備

い
た
だ
き
、
お
供
え
い
た
だ

い
た
。

 

仏
華
の
会

　

尊
前
に
お
供
え
す
る

仏
華
は
、
教
区
内
有
志

で
活
動
す
る
「
仏
華
の

会
」
の
皆
様
が
数
週
間

に
渡
り
準
備
を
さ
れ
、

本
願
寺
開
明
社 

花
新

（
は
な
し
ん
）
水
本 

敏
雄

会
長
監
修
の
も
と
、
厳

か
な
仏
華
を
生
け
て
い

た
だ
い
た
。

YouTube

日
（
火
）
に
は
、

い
た
。

い
た
。
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▲総代世話人会 (9 月 28 日 )

　

10
月
５
日
（
月
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
本
堂
に
お
い
て
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
前
期

勤
式
研
修
会
を
開
催
し
た
。
ご
講

師
は
昨
年
度
同
研
修
会
に
お
越
し

頂
い
た
邊
春
真
乗

式
務
部
課
長
・
本

願
寺
会
役
者
を
お

迎
え
し
、「
椅
子

席
規
範
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

制
定
の
経
緯
と
作
法
時
の
留
意
点

を
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
持
参
し
た
法
式
規
範

に
留
意
点
を
加
筆
す
る
姿
も
見
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
実
り
あ
る
研
修

会
と
な
っ
た
。

椅
子
式
規
範
の
留
意
点

勤
式

感染予防に
　気をつけて

活
動
支
援

　

来
年
度
に
は
第
11
回
宗
勢
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
数
字
は
さ
ら
に
上
が

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
上
原
課
長
は
、
解
散
・
合
併
に
つ
い
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
二
つ
指
摘
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
住
職
だ
け
の
意
志
で
は
決
め
ら
れ
ず
、
お
寺

に
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
所
轄
庁
に
認
証
さ
れ

た
宗
教
法
人
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宗
門
と
所
轄
庁
と
両
方
の
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
の
準
備
も
あ
り
、
手
続
き
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
教
務
所

や
寺
院
活
動
支
援
部
〈
一
般
寺
院
担
当
〉
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
事
務
手
続
き
を
正
確
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

解
散
・
合
併
の
事
務
手
続
き

　

去
る
10
月
９
日
（
金
）、
備
後
教
堂
に
て

寺
院
活
動
支
援
部
〈
一
般
寺
院
担
当
〉
上
原

大
信
課
長
よ
り
「
寺
院
解
散
・
合
併
に
お
け

る
具
体
的
な
事
務
」
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た

め
本
願
寺
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
の
研
修
と
な
っ

た
。
ま
ず
備
後
教
区
の
特
徴
と
し
て
、
学
習

会
が
多
く
ビ
ハ
ー
ラ
や
少
年
教
化
な
ど
が
盛

ん
で
あ
り
在
家
報
恩
講
の
実
施
率
が
高
い

が
、
そ
の
反
面
、
葬
儀
な
ど
の
簡
素
化
や
従

来
通
り
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
危
機
感
が
他
教
区
よ
り
多
い
こ
と

を
指
摘
さ
れ
た
。
平
成
27
年
に
実
施
さ
れ

た
「
第
10
回
宗
勢
基
本
調
査
」
で
の
〝
将
来

的
に
解
散
も
し
く
は
合
併
を
考
え
て
い
ま
す

か
〞
と
い
う
問
い
に
、

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報
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10
月
20
日
（
火
）、
仏
婦
・
寺
婦

実
践
運
動
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、
人

数
を
例
年
の
３
分
の
１
に
減
員
し
、

午
前
中
の
み
の
開
催
と
し
、
仏
教
婦

人
会
会
員
39
名
及
び
寺
族
婦
人
会
役

員
20
名
が
参
加
し
た
。十
分
な
換
気
、

マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
勤
行
の
声
を

抑
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
行
っ

た
。
講
義
は
、
安
方
哲
爾
師
（
大
阪

教
区
南
郡
組
正
満
寺
前
住
職
）が「
善

人
な
お
も
っ
て
往
生
を
と
ぐ
。
い
わ

ん
や
悪
人
を
や
（『
歎
異
抄
』）」
を

テ
ー
マ
に
行
っ
た
。

　

世
間
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
否
定

す
る
例
が
あ
る
が
、
悪
人
の
自
覚
を

も
ち
、
偽
善
と
知
っ
た
う
え
で
、
で

き
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
大
切
な
事
で
あ
る
（
仏
婦
の

ダ
ー
ナ
活
動
等
）
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
、
阿
弥
陀
様
は
私
た
ち
の
頑

張
り
を
あ
て
に
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
の
救
い
で
あ
る
こ
と

を
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
も
浄

土
真
宗
で
は
悪
人
こ
そ
が
救
わ
れ
る

と
聞
い
て
は
い
た
が
、
善
人
と
悪
人

の
定
義
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
分
の
ま
ま
だ
っ
た
。
で
も

今
日
の
講
義
を
聞
い
て
腑
に
落
ち
、

す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
と
の
感
想
が

あ
っ
た
。

「
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」
を
テ
ー
マ
に

　

10
月
27
日
（
火
）、
子
ど
も
・
若
者

ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

を
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を
鑑
み
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用

し
た
ウ
ェ
ブ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

初
め
に
藤
間
幹
夫
ご
縁
づ
く
り
推
進
室

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
深
津
組
光
明
寺
住
職
）

よ
り
、
ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
各
組
の
推
進
状
況
報
告
、
今
後
の

ご
縁
づ
く
り
推
進
に
向
け
た
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
意
見
交
換
の
場
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
事
開
催
も
難
し
い
状

況
の
な
か
で
、
い
か
に
し
て
ご
縁
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
の
か
、
動
画
配
信

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
含
め
、
出
席
者
同

士
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

▲教務所本堂のスクリーンにWEB で
　各地とつないで、連絡協議会

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り

仏
婦
会
員
研
修
会

仏
婦
連
盟

　

12
月
３
日
（
木
）、
会
員
の
研
鑽
を
目
的

と
し
た
会
員
研
修
会
が
、
実
践
運
動
研
修
会

に
引
き
続
き
人
数
制
限
及
び
時
間
帯
を
短
縮

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
の
中
村
啓
誠
師
（
安
芸
教
区
佐
伯
東

組
光
乗
寺
衆
徒
）
が
「
念
仏
者
の
生
き
方
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
、
ご
門

主
ご
親
教
『
念
仏
者
の
生
き
方
』
の
味
わ
い
、

「
わ
た
し
た
ち
の
ち
か
い
」
に
つ
い
て
解
説

し
た
。「
も
っ
と
多
く
の
方
に
聞
い
て
ほ
し

か
っ
た
。
時
間
制
限
が
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た

の
に
」
と
思
え
る
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
ご
縁
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。

寺
婦

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
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10
月（October

）

２
日　

門
推
世
話
人
会

５
日　

前
期
勤
式
研
修
会

７
日　

常
備
会

　

〃　

教
務
所
長
・
主
管
歓
送
迎
会

９
日　

寺
院
解
散
合
併
に
か
か
る
事
務
研
修
会

　

〃　

組
長
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

14
日　

同
朋
社
会
部
会

19
日　

真
宗
講
座（
第
26
回
）

　
〃　

広
報
伝
道
部
会

20
日　

仏
婦
寺
婦
実
践
研
修
会

22
日　

蓮
の
実
編
集
委
員
会

23
日　

時
局
対
応
委
員
会

27
日　

ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
協
議
会

28
日　

組
長
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
会

　

〃　

青
年
布
教
大
会（
御
調
西
組
順
勝
寺
）

29
日　

臨
時
教
区
会

30
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

31
日　

仏
壮
研
修
会

11
月（Novem

ber

）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

16
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

24
日　

仏
婦
お
み
が
き

29
日　

門
推
聞
法
の
つ
ど
い（
比
婆
組
西
教
寺
）

30
日　

教
堂
報
恩
講

教
区
月
報

　

お
聴
聞
に
参
る
と
い
う
姿
勢
を

　
　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
（
土
）、
備
後
教
区

　
　
　
　
　
　
　

仏
教
壮
年
会
連
盟
研
修
会
並
び

に
、
第
32
回
全
国
仏
教
壮
年
備
後
大
会
実
行
委
員

会
委
員
解
散
式
が
開
催
さ
れ
、29
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
、
午
後
半
日
の
開

催
と
し
、
換
気
や
十
分
な
距
離
を
空
け
る
な
ど
、

仏
壮
連
盟

　
　
　
　
　

若
手
に
よ
る
布
教
実
演

 　

10
月
28
日（
水
）、御
調
西
組
順
勝
寺（
田
坂
潤
住
職
）

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、「
備
後
教
区
布
教
団
青

年
布
教
大
会
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
布
教
団
連
合

よ
り
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
枝
廣
大
智
団
員
（
深
津
組

崇
興
寺
）
が
第
一
席
目
、
続
く
第
二
席
目
を
那
須
智
雄

団
員
（
沼
隈
西
組
大
東
坊
）
に
お
取
次
ぎ
頂
い
た
。

　

そ
し
て
、
ま
と
め
の
第
三
席
目
を
那
須
英
信
副
団
長

（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）
に
お
取
次
ぎ
頂
き
、
布
教
大
会
を
終
え
た
。

出
席
27
名
に
つ

き
、
議
長
よ
り

開
会
が
宣
言
さ

れ
、
上
程
議
案

と
な
る
財
務
承

認
議
案
７
件
、

２
０
１
９
年
度

備
後
教
区
各
種

歳
計
決
算
に
つ

い
て
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致

の
承
認
を
い
た

だ
い
た
。

 　
　
　
　

 

臨
時
教
区
会

　

10
月
30
日
（
金
）、
本
願
寺
備
後

教
堂
本
堂
に
て
本
年
度
２
回
目
と
な

る
臨
時
教
区
会
を
開
催
し
た
。
議
員

教
区
会

青年布教大会が開催

密
に
な
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
た
。
講
師
に
は
、

北
山
祐
章
仏
教
壮
年
会

連
盟
講
師
（
沼
隈
南
組

光
源
寺
住
職
）
に
「
仏

法
は
聴
聞
に
き
わ
ま

る
」
と
題
し
て
講
演
い

た
だ
い
た
。

　

今
の
ご
縁
か
ら
途
切

れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
次

の
ご
縁
を
育
み
、
繰
り

返
し
お
寺
へ
足
を
運
び

お
聴
聞
に
参
る
と
い
う

仏
壮
会
員
と
し
て
の
姿

勢
を
示
さ
れ
た
。「
お

聴
聞
」
を
続
け
て
い
く

中
で
、
個
々
に
抱
え
る

問
題
や
、
自
ら
に
向
き

合
う
大
切
さ
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
る
き
っ
か

け
に
繋
が
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

布
教
団
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12
月（Decem

ber

）

１
日　

同
朋
社
会
部
会

　

〃　

少
年
連
盟
役
員
会

３
日　

仏
婦
会
員
研
修
会

４
日　

実
践
運
動
事
業
検
討
委
員
会

９
日　

布
教
団
役
員
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

14
日　

環
境
問
題
学
習
会

15
日　

重
プ
ロ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

18
日　

同
朋
社
会
部
会

22
日　

Ｆ
Ｍ
放
送
専
門
委
員
会

23
日　

賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

　
〃　

組
長
会

24
日　

真
宗
講
座（
第
27
回
）

重
プ
ロ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

重
点
プ
ロ

１月（January）
１１日　教堂常例法座
１８日　おつとめ教室・勤式練習会
２７日　青年布教使研修会
３０日　全国ビハーラ集会

２月（February）
　１日   布教団連絡協議会
　４日   連区実践運動協議会
　５日　門推世話人会
１１日　教堂常例法座
１８日　後期勤式研修会
２２日　僧侶研修会
２６日　布教団臨時総会

３月（March）
　１日　連区教化連絡協議会
　３日　ビハーラ役員会
　４日　仏婦新旧役員会
　８日　得度講習会（～１０日）
１１日　教堂常例法座
１５日　おつとめ教室・勤式練習会

今後の予定　（2021 年１～３月）

Infomation 教区僧侶研修会のご案内
　日　時　　２０２１（令和３）年
　　　　　　　　　２月２２日（月）開催
　会　場　　御調東組　照源寺
　講　師　　㈱寺院デザイン代表取締役
　　　　　　　　　　　　薄井  秀夫  氏
　研修内容　　今後の寺院のあり方や、
　　　　　　　　　　　　　運営等について
※募集方法や定員については、今後の新型コロナウィルス
感染症の拡大状況を鑑み、担当部会において協議決定する
  

常
例
法
座      

（
毎
月
11
日
）

　
　
　
　
　
　

出
講
者(

敬
称
略
）

１
月
「
遊
び
の
人
生
」

　
　

福
山
市　

崇
興
寺　

枝
廣
慶
樹

２
月
「
手
を
合
わ
せ
て
向
き
あ
え
ば
」

　
　

三
次
市　

東
光
坊　

坂
原
英
見

３
月
「
仏
法
聴
聞
の
道
」

　
　

尾
道
市　

永
正
寺　

柿
原
興
乘

　

12
月
14
日

（
月
）、
本
願

寺
備
後
教
堂

に
お
い
て
環

境
問
題
学
習
会
を
開
催
し
た
。例
年
は
、

現
地
に
赴
き
環
境
問
題
の
実
状
を
学
ぶ

が
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
現
状
を
鑑
み
、
講
師
を

招
い
て
講
義
を
い
た
だ
く
内
容
へ
と
変

更
し
た
。
講
師
に
高
東
征
二
先
生
（
原

爆
「
黒
い
雨
」
訴
訟
を
支
援
す
る
会
事

務
局
長
）
を
お
迎
え
し
、「
黒
い
雨
と

内
部
被
曝
」
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ

き
、
放
射
能
が
環
境
・
人
体
へ
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
学
習
会

と
な
っ
た
。

12
月
14
日

同
朋
部
会

　

環
境
問
題
学
習
会

　

12
月
15
日
（
火
）、
今
年
度
初
め
て
創
設
し
た

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
協
議
会
が
備
後
教

堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
実
践
運
動
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
社
会
へ
の
具
体
的
な
貢
献
を
目
指
し

実
践
目
標
を
定
め
、
年
限
を
区
切
っ
て
取
り
組
む

と
い
う
趣
旨
説
明
の
後
、
第
四
期
の
推
進
体
制
に

つ
い
て
、
各
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
か
ら
各
組
の
現
況
報
告
を
行
な
っ
た
。

　

一
條
博
堂
・
教
区
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
「
か
つ
て

盛
況
だ
っ
た
お
寺
へ
の
お
参
り
が
減
少
し
て
い

く
」、「
地
域
が
大
切
に
感
じ
て
い
な
い
も
の
は
、

無
く
な
る
」
と
危
機
感
を
も
っ
て
、
今
後
も
教
区

で
情
報
交
換
と
、
各
組
の
連
携
を
は
か
っ
て
い
き

た
い
と
語
ら
れ
、
今
後
の
方
向
性
を
共
有
し
た
。
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●
発
行
所　

備
後
教
区
教
務
所　
　

〒
７
２
０ｰ

０
０
５
２　

福
山
市
東
町
２ｰ

４ｰ

５　
　

●
発
行
人　

教
務
所
長　

水
上　

義
乗　
　

●
編
集　

教
区
報
専
門
委
員
会

こ
の
度
、
令
和
２
年
４
月
１
日
付
で
教
区  

勤
式
指
導
員 

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

神
石
組　

正
光
寺

（
い
ず
み　

ゆ
う
し
ょ
う
）  

和
泉　

裕
生

と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
末
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
社
会
状

況
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
誰
に
で
も
は
た
ら
い
て
く
だ

さ
い
ま
す
阿
弥
陀
さ
ま
の
は
た
ら
き
に
対

し
、
法
要
・
儀
礼
を
通
じ
て
讃
嘆
・
報
恩

感
謝
の
至
誠
を
表
す
こ
と
の
重
要
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
す
。 

諸
先
輩
方
が
繋
い
で

来
ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
教
区
内

へ
の
正
し
い
勤
式
の
普
及
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
し
い
勤
式
普
及
と
研
鑽
の
場
と
し
て

毎
月
（
８
月
・
12
月
を
除
く
）
門
信
徒
の

皆
様
を
対
象
と
し
た
「
お
つ
と
め
教
室
」

並
び
に
僧
侶
向
け
「
勤
式
練
習
会
」
を
開

講
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
正
信
偈
の
唱
読
を
始
め
と
す

る
読
経
の
練
習
や
、
法
式
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
個
別
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
教
務
所
を
通

じ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎
朝
７
時
22
分

に
家
を
出
て
、

小
学
３
年
生
の
娘
を
、
車
で
５
分
ほ

ど
離
れ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
場

ま
で
送
っ
て
い
き
ま
す
。
途
中
、
東

に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
坂
を
上
っ
て

い
く
箇
所
が
あ
り
、12
月
に
な
る
と
、

ち
ょ
う
ど
こ
こ
を
通
る
時
に
、
坂
の

頂
上
辺
り
、
車
の
正
面
か
ら
太
陽
が

昇
っ
て
き
ま
す
。「
も
う
こ
の
時
期

か
。今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
る
な
ぁ
」

と
感
じ
ま
す
。
夏
に
は
、
す
で
に
高

い
場
所
で
照
っ
て
い
た
太
陽
は
、
冬

至
（
今
年
は
12
月
21
日
）
に
向
か
っ

て
徐
々
に
日
の
出
が
遅
く
な
り
、
そ

し
て
ま
た
夏
至
に
向
か
っ
て
、
日

が
長
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
私
が
、

「
太
陽
の
出
て
く
る
時
刻
と
位
置
は

変
わ
っ
て
い
く
け
ど
、
一
年
し
た
ら

ち
ゃ
ん
と
元
の
場
所
に
も
ど
っ
て
く

る
ん
よ
。
す
ご
く
な
い
？
」
と
言
う

と
、「
ふ
ー
ん
、普
通
じ
ゃ
ん
」
と
娘
。

▲
そ
う
、
普
通
で
す
。
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
き

く
変
わ
り
、「
当
た
り
前
」
だ
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く

な
り
ま
す
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
あ
る
こ

と
、
ほ
ん
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。　
　
　
　

  （
Ｋ
・
Ｋ
）

    

備
後
教
堂 

休
館
日

　
　

左
記
の
期
間
、
教
務
所
の

　
　

業
務
を
休
み
ま
す
。

　

12
月
28
日
（
月
）
午
後
〜

　
１
月
７
日
（
木
）

 　

死
亡
届
は
各
組
組
長
を
通
し
て

 　

本
山
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

 

宗
務
開
始
日
は
８
日
か
ら
で
す
。

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
た
び
、
世
羅
組
善
仁
寺
門
徒
の

籔
花
啓
宏
氏（
本
願
寺
備
後
教
堂
参
与
）

よ
り
、
教
堂
報
恩
講
を
お
迎
え
す
る
に

あ
た
っ
て
供
筒
（
お
供
物
を
お
供
え
す

  [

敬
称
略]

奥　
　

組　

増
福
寺

　
　
　

藤
本　

沙
織
（
釋
泉
珠
）

沼
隈
西
組　

法
蔵
坊

　
　
　

藤
原　

珠
生
（
釋
珠
生
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
９
月
15
日
付

深  

津  

組　

光
善
寺

　
　
　

苅
谷　

希
美
（
釋
蓮
希
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
10
月
15
日
付

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

御
調
西
組　

正
明
寺　

前
住
職

　
　
　

沼
隈　

眞
澄
（
12
月
４
日
寂
）

鴨  

川  

組　

泉
龍
寺　

前
坊
守

　
　
　

坂
田　

典
香
（
12
月
10
日
寂
）

深  

津  

組　

專
明
寺　

様

深  

津  

組　

專
明
寺
洗
心
仏
教
婦
人
会
様

深  

津  

組　

正
善
寺　

様

る
台
）
を
７
具
ご
寄

進
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
ご
披
露
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

教
区
少
年
連
盟
で

は
、
連
盟
登
録
単
位
会

の
少
年
教
化
活
動
促
進

の
一
助
に
す
べ
く
、
備

品
と
し
て
カ
メ
ラ
機
能

付
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
・

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

連
盟
登
録
の
な
い
ご
寺

院
様
に
も
、
空
か
ら
の

寺
院
風
景
撮
影
や
、
法

要
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
記
録
な
ど
気
軽
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
貸
出
い
た
し

ま
す
。
貸
出
詳
細
に
つ
い
て
は
、
少
年

連
盟
（
教
務
所
・
窪
田
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
贈

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

敬
弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
　

  [
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称
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ド
ロ
ー
ン
の
ご
紹
介


